
◇2014年度 開発教育セミナー これからの予定◇ 

〔申込み・連絡先〕 

 公益財団法人日本クリスチャン・アカデミー 

 関西セミナーハウス活動センター 
 〒606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23  

  http://www.academy‐kansai.org 
 電話     075‐711‐2117 
     FAX     075‐701‐5256 
 Ｅメール office@academy‐kansai.org 
   所長代行  榎本 栄次             

   担 当    都木 かおり 

  －－－－－2014年度第4回開発教育セミナー 沖縄スタディツアー申込書－－－－－ 

 〈宿泊先〉 

  《１１日》 民宿「何我舎（ぬーがやー）」〒904-0322 沖縄県中頭郡読谷村字波平１７４平１７４平１７４    

           電話  098-958-5759  http://nu-gaya174.jimdo.com/ 

   《１２日》  ネストホテル那覇 〒900-0036 沖縄県那覇市西1-6-1  

           電話  098-868-1118 http://www.nesthotel.co.jp/okinawa/ 

 ◆ 第３回 ９月１３日（土）～９月１４日（日） 

 「非暴力トレーニングを体験する～その理念と実践 」 
   講師：大畑 豊さん 

    （非暴力平和隊・日本（NPJ）理事）  

 ◆ 第５回 １１月９日（日） 

 「映画上映「ある精肉店のはなし」 ＋ 

  ワークショップ「食卓の牛肉から見える世界」」 
   会場：同志社中学校・高等学校 魁ホール 

 ◆ 第６回 １２月１３日（土）～１４日（日） 

 「ベトナム戦争後のベトナムと日本の原発輸出」      
       講師：伊藤 正子さん 

   （京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科准教授）   

FAX：０７５－７０１－５２５６   

 〈宿の備品〉 

 ・「何我舎」には、ハブラシ、タオル、寝巻などはありません。（ドライヤーはあります。） 

 ・ネストホテルは、アメニティがあります。（上記公式ウェブの「客室」―客室設備 参照） 

（フリガナ） 

名  前        生年月日   年  月  日  所 属                                  

住  所 〒 
 

電話（             ）                －     ﾌｧｯｸｽ（               ）                －     携帯     － 

電子メール：           ＠ 

 ◇往復の方法について、次のイ、ロいずれかに○をおつけください。 

  イ．皆と同じ便を希望する。（9月20日以後、ｷｬﾝｾﾙには所定のｷｬﾝｾﾙ料がかかります） 

  ロ．現地まで別ルート利用。（航空チケットは自分で手配する） 

 ◇２日目のコースについて、次のＡ、Ｂいずれかに○をおつけください。（スケジュール参照） 

  Ａ．「辺野古」 

  Ｂ. 「宮森小学校・南風原」 

旅行中の連絡先：お名前             続柄 

電話（       ）          －         電子メール：           ＠     

通信欄：（アレルギーなど）  

 本セミナーでは、これまでに数回の沖縄スタディツアーを実施してきました。沖縄では

今、歴史や沖縄戦、基地問題などを次世代に伝えるための様々な取り組みが行われて

います。現地の方々との教材交流を通して、「なぜ今沖縄なのか？」を改めて自分自身に

問いかけ、私たちの足もとのくらしと日本や世界の行く末について考えましょう。 

開発教育セミナー 人権・平和・環境などの地球的課題がテーマの参加型学習。特に日本

と世界とのつながりを「持続可能な開発」をキーワードに考える。 
２０１４年度 第４回 

 玉城 直美 さん  TAMASHIRO Naomi 

 1973年生まれ。琉球大学・教育学部小学校教員養成課程卒業。1999～2001年青年海外協力

隊員（職種：青少年活動）としてヨルダンへ派遣される。 

 現在、（NPO法人）沖縄NGOセンター副代表を務めるとともに、沖縄キリスト教学院大

学非常勤講師として、「NGO・NPO論」「沖縄と世界の開発」「アクションリサーチ」

他２科目の担当をしている。      

コーディネーター：玉城 直美さん（沖縄NGOセンター） 

 ※ 申込み締切：9月25日(木)、または定員に達し次第。 

  日 時 ：２０１４年 １０月１１日（土） ～ １３日（月・祝） 

 集 合 ：伊丹空港  南ターミナル１階エスカレーター前 10月11日 ９:００ 

  参加費 ：１１０,０００ 円（宿泊・食事代(６食）、施設入場料、現地移動費、旅行保険込み）  

 解  散 ：伊丹空港 10月13日18：30 

①旅行代金に含まれるもの、含まれないもの 

  記載した行程の交通費、宿泊費、食事代等およびその消費税相当額が含まれています。 

 これらの諸費用は、お客様の都合により一部利用されなくても払戻しは致しません。行  

 程に含まれない交通費、飲食費等ならびに個人的性質の諸費用は含まれていません。 

②個人情報の取扱い 

  お申込みの際提出いただいた申込書に記載された個人情報について、お客様との連絡 

 のために利用させていただく他、お申込みの旅行における運送、宿泊機関等が提供する 

 サービスの手配・受領のための手続に必要な範囲内、事故時の費用等を担保する保険の 

 手続き上必要な範囲内でのみ各機関に提供させていただきます。 

③取消料 

  お客様は、別表の取消料をお支払いただくことにより旅行契約を解除することができ 

 ます。なお、取消日とは、お客様が当社またはお申込店の営業日・営業時間内に解除す   

 る旨をお申し出いただいた日とします。 

 定 員 ：１４名  

     

 沖縄スタディツアー 

  ～今、考える沖縄 

 

 

◎主催 公益財団法人日本クリスチャン・アカデミー 関西セミナーハウス活動センター 

◎取扱旅行代理店 トップツアー株式会社 京都支店 担当：田尻成二 <観光庁長官登録旅行業第38号> 
  〒600-8028 京都市下京区寺町通松原下ル植松町733 （河原町NNNビル6F）TEL ：075-361-5351 
〔後援〕京都府教育委員会、京都市教育委員会、特定非営利活動法人開発教育協会 

取消される日 取消料金 

旅行開始日の２１日前以前の営業日    （9/19）まで 無料 

旅行開始日の２０日前（9/21)から８日前（10/3）まで 旅行費用の２０％ 

旅行開始日の７日前（10/4） から２日前（10/9）まで 旅行費用の３０％ 

旅行開始日の前日（10/10） 旅行費用の４０％ 

旅行開始日当日（10/11）   出発前 旅行費用の５０％ 

旅行開始後 旅行費用の１００％ 

【取消料金のご案内】 



《１日目》１０月１１日（土）              

 ９:００ 

 ９:５０  

１２:００  

１２:３０ 

１４:３０ 

 

  

１７：００ 

１８：００  

１９：００  

 

２１:００ 

 集合（伊丹空港 南ターミナル1F ）  

 伊丹空港発 ＡＮＡ７６３便 

 那覇空港着 

 〈マイクロバス移動〉、昼食 

 読谷村着 

 プログラム① 読谷村内見学 

トリイステーション、ゾウの檻跡、読谷村役場、チビチリガマ・シムクガマなど。 

 民宿「何我舎（ぬーがやー）」着 

 夕食   

 プログラム② 教材交流「沖縄から考える平和」 

 現地で日頃から開発教育教材作り等をしている教員との交流 

 交流会 

《２日目》１０月１２日（日）               

７：００ 

８：００ 

 ～１６：００ 

  

  

 

 

  

 

夕方 

１８：３０  

１９:３０～２１:００ 

 朝食  

プログラム③ (コースＡ，Ｂは申込時に選択） 

 コースＡ 「辺野古」 

 ・辺野古での米軍基地建設反対の抗議行動に参加します。 

   ※路線バス利用 

 コースＢ 「宮森小学校・南風原」 

  ・宮森小学校 お話とフィールドワーク（宜野座映子さん） 

  ・南風原文化センター 見学と学芸員の方のお話   

 ネストホテル那覇 着 

  夕食 

  コースＡ・Ｂのシェア 

《３日目》 １０  月１３日(月・祝） 

 ７：００ 

 ８：１５  

 ９：００ 

１０：００ 

 

１２：３０ 

１３：００ 

１４：３０ 

１６：０５ 

１８：００ 

朝食 

ホテル出発〈マイクロバス〉 

プログラム④ ひめゆり平和祈念資料館見学 

教材体験（古賀徳子さん）・意見交流 

ふりかえり 

ひめゆり平和祈念資料館発 

昼食 

那覇空港着 

那覇空港発 ＡＮＡ７６８便 

伊丹空港着 解散 

 

 

 

 

昼食 

夕食 

 

    

 

 

朝食 

夕食 

 

 

 

 

朝食 

昼食 

◎ スケジュール◎ (予定）           ※現地の状況により変更になる場合があります。 

 

 

辺野古 

ひめゆり平和 

祈念資料館 

何我舎 

沖縄県 

南風原文化センター 

宮森 

小学校 

ネストホテル那覇 

 

 南風原文化センターは、南風原町が運営し、運営の基
本を「１．みんなで創り、みんなを結ぶ、２．学校や地
域・他機関の要求や課題に応える、３．足元を深く掘り
起こし、世界に広がる」として、沖縄の歴史や文化を後
世へと伝えるための工夫を続けている施設です。 
南風原・沖縄に関する歴史資料や沖縄戦に関する展示、
移民やむかしの暮らし等の展示を行っています。 

 1996年、日米両政府が米軍普天間飛行
場の返還について合意し、99年に名護市
辺野古への県内移設が閣議決定されまし
た。そして、今年８月14日には遂に沖縄
防衛局が辺野古沿岸部の埋め立てに向け
ブイを設置し新基地建設へ向けた準備作
業が本格化しました。 
辺野古浜通信（http://henoko.ti-da.net/）より 

今日も辺野古の海には、小さなカヌーが
漕ぎ出し、灼熱のゲート前では高齢者の
みなさんが体を張り、 抗議し、抵抗を
続けている… 
 

一人でも多くの人たちに現場に集まって欲
しい、 
 少しの時間でも、抵抗のために現地に
足を運んで欲しいのです。 
 

 政府は、公安警察、機動隊と海上保安
庁、自衛隊と米軍、何千億円もの金と権
力・軍事力を使い、沖縄の人々を暴力的
に制圧しようとしている… 
そう米統治時代に銃剣とブルドーザーで
人々を追い遣った米軍統治時代と同じよ
うに。 

  1959年6月30日午前10時36分、アメ

リカ空軍のジェット戦闘機２機が嘉手

納基地を離陸しました。10時40分、そ

のうちの１機が爆発により石川市（現

うるま市）の市街地に墜落、民家２５

棟をなぎ倒し、機体の一部が宮森小学

校の校舎を直撃しました。当時の資料

によると児童１１人を含む１７人が亡

くなり、２１０人が負傷するという世

界に類を見ない大惨事となりました。

（参照：「６月の空 宮森６３０」 

  文：ハーフセンチュリー宮森、 

 絵：磯崎主佳 なんよう文庫） 


